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Test of homogeneity of variance is one of statistical tests. For accepting / rejecting of null / alter-
native hypothesis, there are times when an explanation in a textbook is differnt from another one in
other textbook. There is a chance for novice learners of statistics to be confused. This paper attempts
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られる。群 x (x A B) の大きさ*4を、それ
ぞれ Nx とすると、自由度 dx は dx Nx 1
である。
F-分布の場合、検定統計量 F について、次で
求められる値 f1 f2 *5が、対立仮説 H1 に関す
る棄却域 0 f1 および f2 を定める。





qf a n1 n2 Fn1 n2 a
ここで、a n1 n2は出典 [2](p. 65)における説明





*6 関数名の出典は R である。ただし、引数として
lower.tail = Fを与える。


















例えば文献 [1](p. 143) では、帰無仮説の採
択・棄却に関して、次のとおり定めている。
f1  F  f2 H0
F f1または f2 F H1





1  F then f2 F H1



























説明 1 説明 2
f1  F  f2 のときを考える。1  F と
する。F  f2 であるから、説明 2 において
otherwiseの場合であり、H0 を採択する。F






係 (†1)により、1 F  1 f1 f1が成立つ。こ
れは otherwiseの場合であり、H0 を採択する。
説明 2 説明 1
1  F かつ F  f2 のとき、F  f1 f2
となる f1 は存在しない。このことは、R*8によ
り、数値計算的に確認した (†2)。実際には、常
に f1 1 00となった。1  F なので、F f1
とはならない。すなわち、常に f1 F f2
が満足され、説明 1において H0 を採択する。
F 1 かつ 1 F  f1 のとき、関係 (†1) に
より、 f1 1 f1 であり、 f1  F が満足され
る。このとき、 f1 f2 F となるような f2
はない。このことも、R により確認した (†3)。





説明 1で H0 説明 2で H0 (††)
説明 i で H0 (ただし、i 1 2) の否定は
定義 i で H1 であり、したがって、関係 (††)の
対偶をとることにより、次が成立つ。
説明 1で H1 説明 2で H1
5 おわりに
本稿では、関係 (†1), (†2), (†3)に基づき、等
分散の検定に関する、両側検定における棄却域
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